






















































ρ=α-b(x+y) α> 0， b> 0 
で与えられたとしよう。このとき企業の費用はゼロであると仮定すれば，例
えば企業 1の t期の利潤 πltは
πlt=Xt(α-b(Xt+Yt)) 
と表わされる。ここで Xt，Ytはそれぞれ企業1， 2の t期の産出量である。





でなければならなし、。その選択範囲を 1=[0， la/bJ(l"?;， 1) と表わす。こ
の情況を表わすために次のような屈折需要関数f:R→Iを導入しよう。
定義 1 f[xJ = 0 if xく O
=x if X E 1 
=la/b if x >la/b 
とする(図 1)。
また CjE[ー 1， 1 ] (i= 1， 2)，αε[ 0， 1) に対して
ぇ a(1 +αC 1 ) 
b[( 2 +αCl) (2+αC2) - 1 ] ' 
y= α( 1 +αC2) 


















補助定理 1 σ= Cσ1，σ2，…， σt，…)εI∞に対して
adα-bCa1 +タ))+ 1: αt-1 atCα-b(ん+タ+C2(aト 1-X))) 











fXl =XE 1 fY1 =YE 1 
~ - ，_， L_ -- (2) 
lXt+ 1 (ht) =JIX+Cl (Ytータ)] lYt+ 1 =冗長+C2(Xt-X)] 
という戦略である。ここで CiE [ - 1， 1] C i = 1， 2) ，αε[ 0， 1)， ht 





定理 1 (1)， (2)のように定義される任意の戦略はナッシュ均衡戦略であ
る。さらには，y)は， Cl， C2および α が与えられたとき，(X，タ)と異な







Maxσdα-b(σ1+タ))+ L αt-lσt(α-b(σt+タ+C2(σt-l一元))) (3) 
l1eI回 t=2 
と表わされる。したがって，任意 σ=(Xl' X2，…， Xt，…) El∞に対して
x(α-b(え+タ))+ Lαt-1x(α-b(云+タ)) 
~Xl (α-b(Xl +タ))+ Lαt-1Xt(α-b(Xt+タ+C2(Xt-l一元)) ) 
を示せば，a= (x， X，…， X，…)は最大化問題の解であり， (2)で与えら
れる戦略はナッシュ均衡戦略であることを示したことになる。同様のことが
企業 2に対していえる。
いま，任意の σ=(Xl' X2，…， Xt，…) El∞に対して
N 










I Xt(α-b(Xt+タ+C2(Xtー 1-x))) I豆m
となる mER が存在することは明らかである。そこで ν~Nl ならば mL
αtー l豆E/8となる N1，および ν孟N2ならば，すべての ιεIに対してが
bC2XXν豆E/8となる N2を選び，N=max{N1， N2} としよう。そのとき
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ν"i;N に対して
I H.∞ (σ)-~ν(σ) 1 = 1 L atXt+ 1 (α-b(Xt+ 1 +長+C2(Xt-X))) 1 
~mL αt~三 E/8
11丸山 -H.ν(長)1 =a~bC2仇自/8
11五 (σ)-~ν(σ) 1 =a~bC2仇主主/8
IH.∞(ふ)-H~(ã) 1 豆E/8
となる。これから
E/4"i; 1 H.∞(ふ)-~ν (ã) 1 + IlLν(長)-H~(ã) 1 
"i; 1 H.∞(ふ)-lLν(長) 1 
E/4孟 IH.∞(σ)-lLν(σ) 1 + 1瓦(σ)-H~(σ) 1 
"i; 1 H.∞(σ) -H~(σ) 1 
を得る。そしてこの 2式より
E/2ミ IH.∞(長)-lLν(長)1 + 1 H，∞(σ) -lLν(σ) 1 
孟 I~ν(ふ) +E-H~(σ) 1 




ーコ今一一=-2 bXr +α-by-αbC2X2 = 0 
O.A. 1 
aH.ν(σ) 
でアー=αt-2 {ー 2bXt+aーが-abC2Xt+r -bC2 (均一 l-X)}=O (4) 
U.A.t 
(t= 2， ・， ν-1 ) 
aH.レ(σ)一友ア=ανー 1{-2 bx汁 α-by-αbC2X-bc2(丸一 1-x)} =・0
であるo y=α( 1 +αC2) /b[(2 +cr) (2 +αC2) - 1 ]とすれば，計算に




-2 b ー αbC2 0 
一αbC2 一2αb -α2 bC2 





























































となる。行列の性質より ，t= 1， 2，・1ν に対して
2 C2 0 
αC2 2 C2 
1Ft 1=(ー 1)tB 
0αC2 2 C2 




任意の X=(X 1， X2，…， Xν)εj?Jに対して
xFx' = -2 bx t -αbC2X 1X2 
一αbC2X1X2-2αbx~ -α2 bC2X2X3 
一α2bC2X2X 3一 2α2bx3一α3bc 2X3X 4 
一αν一2bC2丸一 l丸一 2-2 a¥l-2 bX¥l2_ 1 -a¥l-1 bC2丸一 l丸
一αν一1bC2丸一 2aV- 1 bX¥l2 
=-(L 2α悶ー 1bxJ + L 2αmbC2XmXm+ 1) 
n= 1 m= 1 
となる。ただし x'は xの転置行列である。そこでこれを
xFx' =GV= -bXt -L (αl一1bx?-+ 2α1bc2X戸1+1+αlbxλ1  )ーが一 1bx} 
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と書きかえると Gν の符号の決定には，1= 1， 2， νに対して(i ) 
Xl Xl+ 1 > 0， (ii) Xl Xl+ 1く Oの二つのケースを考えればよいことがわかる。
( i )均Xl+1> 0のケース。 o>C2孟 -1の場合の考えれば十分である。
b> 0，αε[0， 1) より
bxr + 2αbC2均Xl+1 +αbx?-ト三bxr+ 2αbC2均Xl+1 +α2 bxl-+ 1ミbxr-
2αbx戸l+1+α2bxr+ 1 =b(x/一αXl+1 ) 2ミO
したがって
Gν三三一bXt-~ α1-1 b(x/一αXl+1) 2 -av-1 bXv2く O
( ii) XIXl+ 1く Oのケース。 0くC2豆 1の場合を考えれば十分である。
bxr + 2αbC2X/Xl+ 1 +αbxr+ 1孟bxr+ 2αbC2X/X/+ 1 +α2bxl与l孟b(x/+α
x/+ 1) > 0 
となる。よって
Gν壬-bxt-~ α/-1 b(x/+αx/十1)2 -av一1bXv2く O
以上で Gν が負定値符号行列であることが示された。これによって Hバσ)が
X1=X2=…=ι=xにおいて最大となる。
一意性はつぎのように証明することができる。いま
G(x， y，ムタ)=x(α-b(x+タ))+ ~ at一lX(α-b(x+タ+C2(X-X))) 
I(x， y，ムタ)=y(α-b(y+云))+ ~ at-1y(α-b(y+x+c 1 (y-ji))) (5) 
とおこう。そのとき，ナッシュ均衡戦略(2)における x，jiは上の証明で明ら
かなように
Gi=~G(x， y， x， ji~ I x=i= 0， Iy=~I(x， y， x， タ)|y一戸 o (6) 




oG(x， y，ムタ)1 _f¥  T_OI(x， y， i，タ)Gi一『 ー Ix=i= 0， Iy U.L \~， )'， ~， )'} I y=y= 0 (7) J oy I J-J  






A1.需要関数 P(x) はすべての x~ 0に対して定義され，徴分可能である。
また xくχ*に対して P(x*)= 0かっ P(x)> 0となる x*が存在する。さらに
P( 0)く∞で，P(x)く0，P(x)は連続である。




存在する。後の便宜のために弾力性 1の点を xfとする。つまり -P(舛)/
xfP (xf) = 1とする。
A3. x E[xf， ∞]に対して，P(x)は凹で，x E[O， xfJに対して
P(x)亘L1(X) =XP (xf) -xfP (xf) +P(xf) 
である。
L1 (x)は (xf，P(xf)) を通り，傾き P(斤)をもっ直線を表わす。仮定









補助定理 2 0くE(x+タ)く l
(証明)E(x) =α/bx-1，云+タ=a(2 +αCl +αc2)/b[(2+αCl) (2 +α 
C2) ー 1]であるから，
E(元+タ)= (a α(2 +αCl +αC2) 、
[( 2 +αCl) (2 +αC2) ー 1]J 
/α(2  +αCl +αC2) 














































となるが， Cl， C2ε[ -1， 1]，αε[ 0， 1) より |α2C1 C2 Iく 1である
から，
0く E(え+タ)













定義 2 需要曲線が A1-A3をみたし， Cl' C2ε[-l， lJ，αE [0， 
1 )としよう。
また xtが
E(が)= (1 +αCl) (1 +αC2) / (2 +αCl +αC2) 
をみたすものとし，(xt， P(xt)を通り傾きP(x"f)をもっ直線を
Le(x) =xP(x"f) -xtP (x"f) + P(x"f) 
と表わす。さらに α=P(x"f) -xt P(x"f) ， b = -P (x"f)とし，屈折関数を
g(x) = 0 
=x 
if xく O
if 0 豆 Z 三三球
if x >バ*o x 
一一
戦略の組を
X， =X=.r/ _ a( 1 +αC 1 ) 
~ -.-
I 山 b[(2 +αCl) (2+αC2) - 1 ] ' 
α( 1 +αC2) 
Y1=Y= 
b[( 2 +αCl) (2+αC2)ー 1J 
Xt+ 1 (h) =f(X+Cl (Xt-ji))， Yt+ 1 =f(X+C2 (yt-ji)) 









α が与えられたとき， (ムタ)と異なるどのような (i，y)を代入しでも(8)は
ナッシュ均衡戦略でないという意味で一意である。
(証明)定理 1の証明でみたように， α，Cl， C2および企業 2の戦略が与
えられれば，企業 1の戦略は各段階でタをとることを指示する。同様のこと
が企業 2に対していえる。
まず，X=X，=X+タであることを示そう。 Le(X，) =P(x') およびL~ (X，) 
=p (x')であるから，X，における Leの需要弾力性が X，における Pの需要
弾力性と等しいことがわかる。したがって補助定理2によって Leの云+反に
おける需要弾力性も (1+αCl) (1 +αC2) / (2+αCl +αC2)である。ゆ
えに弾力性は線形の需要曲線に対して狭義に減少しているから，x+タ=X，で
ある。仮定 3によって，この X=X，に対して Le(x)=P(X) ， Xョf=X'に対して
Le(x) > P(x)である。これはすべての σ=(Xl' X2，…， Xt，…) 'e [0， 
xす]∞に対して







4 )これは図 2からもわかるように，Leはす)=a-bxす豆 Oであることよりいえる。
推測的変化，割引をともなうくり返しゲームのナッシュ均衡戦略 的
つぎに一意性を証明しよう。いま，
G (x， y， :i， j) =xP(x+タ)+~αtー lXP(X+タ+C2 (X-:i) 
H(x， y， :i， j) =yP(:i+y) + ~αt-lyP(:i+Y+Cl (Y-j)) 
とおくと，定理 1の証明をたどれば明かなように， (8)における(ムタ)の
代りに (:i， j)を代入した戦略がナッシュ均衡戦略ならば
。I(x，y， :i， j) I _ l¥ OH(x， y， :i， σy) I _ l¥ 
oX I x=i-V ， oj I y=y-V 
をみたさなければならない。
aG(x， y， :i， j)α  I X=i=P(:i+タ)+:iP(:i+タ)+一一一(P(:i+タ)+ ( 1 +C2) 1 -α 
:iP(:i+タ)
=去二附+タ)+ (1 +αの)的+タ))= 0 
aIH(x， y， :i， タ)
少 I y=戸川+タ)+P(何)+ 1 ~a (P(:i+j) 
+ (1 +cdjP(:i+タ)
1 -a附+タ)+ (1 +αcdjP( 
であるから，
:i=- P(:i+タ)f-P(:i+タ)
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